
 
以
下
に
つ
い
て
は
、
公
開
対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
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昭
和
六
十
年
三
月

埼
玉
県
は
、
全
国
に
先
が
け
て
、
史
跡
「
埼
玉
古
墳
群
」
の
広
域
保
存
と
環
境
整
備
を
図
る
目
的
で
、
さ
ぎ

た
ま
風
土
記
の
丘
の
建
設
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
計
画
に
も
と
づ
き
、
昭
和
四
十
三
年
の
稲
荷
山
古
墳
に
は
じ
ま
る
継
続
的

な
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
に
も
と
づ
い
た
環
境
整
備
を
促
進
す
る
一
方
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
さ
ぎ

た
ま
資
料
館
を
開
館
し
、
資
料
の
収
蔵
・
展
示
の
充
実
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
書
で
報
告
す
る
愛
宕
山
古
墳
は
、
全
長
約
五
十
三
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
周
堀

部
分
の
発
掘
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
周
堀
の
形
態
が
稲
荷
山
古
墳
や
鉄
砲
山
古
墳
と
同
様

の
長
方
形
に
め
ぐ
る
二
重
堀
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ほ
か
、
堀
の
中
か
ら
貴
重
な
埴
輪
が
多
数
出
土
い
た
し

ま
し
た
。

本
書
は
、
埼
玉
古
墳
群
の
稲
荷
山
古
墳
、
鉄
砲
山
古
墳
に
次
ぐ
、
埼
玉
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
第
三
集
で

あ
り
ま
す
が
、
埼
玉
古
墳
群
に
関
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
御
活
用
い
た
だ
き
、
教
育
、
学
術
、
文
化
の
振

興
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
の
刊
行
に
至
る
ま
で
多
大
の
御
指
導
・
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
文
化
庁
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
各
機
関
並
び
に
関
係
者
各
位
に
対
し
て
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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埼
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珪
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。
ハ
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に
、
発
掘
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中
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し
た
も
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あ
る
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、
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て
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示
し
た
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国

男

若

松

良

田
中

郎

田

部

井

功

寺

社

下

博

中

島

利

治

増

田

逸

朗

金

子

正

之

亀

井

正

道

車

崎

正

彦

斉

藤

国

夫

塩

野

博

市

毛

勲

井

上

裕

岩

崎

卓

也

大

塚

初

重

金

子

真
土

関

口

広

子

多

田

健

浜

中

紀

子

橋

本

一
江

加
除
筆
を
行
っ
た
。

坂

本

和

重

坂

本

孝

則

白

井

照

子

島

田

益

江

五

さ
き
た
ま

本
書
は
埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
五
二

0
六
、
他
に
所
在
す
る
愛
宕
山
古
墳
周
堀
の
発
掘

調
査
報
告
書
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
昭
和
五
六
年
度
に
、
整
理
は
昭
和
五
九
年
度
に
、
文
化
庁
国
庫
補
助
事

業
と
し
て
実
施
し
た
。

発
掘
調
査
期
間

太
久
夫
、
今
泉

宏
の
協
力
を
得
た
。

泰
之
、
中
島

出
土
品
の
整
理
及
び
本
書
の
挿
図
、
図
版
作
成
は
主
に
杉
崎
茂
樹
が
当
り
、
小
久
保

本
書
の
執
筆
は
各
文
末
に
記
し
た
と
お
り
行
っ
た
が
、
全
体
に
つ
い
て
横
川
好
富
が

太

田

博

之

山
崎
美
栄
子

整
理
・
報
告

秋
山

．
時
三

河
辺
美
津
江

鈴
木
須
美
江

三
田
あ
け
み

掛

川

智

恵

子

木

村

俊

彦

小

島

清

徹
、
中
島

四

各
事
業
の
組
織
は
別
表
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

（
担
当
者
梅
沢

宏
）

関

義
則

関

口

よ

し

田

島

幸

枝

野

口

ふ

み

萩

原

太

郎

例

昭
和
五
六
年
七
月
一
日
＼
昭
和
五
六
年
九
月
三

0
日

小
林

志
乃

小

林

仁

島
崎
し
づ
子

島
田
と
し
子

柴

崎

ま

つ

川

崎

な

っ

菊

地

ぎ

ん

木

村

あ

さ

鴻

野

淳

小

林

計

治

大

野

源

大

野

鶴

枝

大

野

り

ん

加

相

な

か

川
崎
喜
久
男

青

代

清

口

発
掘
調
査

岩
崎

い

く

太

田

博

之

大

野

＜
 

ふ

ヵ

( V ) 



事
務
局
（
企
画

・
調
整
）

主
体
者

同 同 同 同 同

埋
蔵
文
化
財

係

長
同

課

長

補

佐

兼

民
俗
文
化
財
・

記
念
物
係
長

課

長

補

佐

兼
庶
務
係
長

課

長

補

佐

庶

務

係

鈴

木

秀

宮

崎

朝

雄

（

昭

和

五

九

年

度

）

杉

崎

茂

樹

（

昭

和

五

六

年

度

）

嘱

文

化

財

係

井

上

尚

明

（

昭

和

五

六

年

度

）

同

梅

沢

同

託

大

熊

達

雄

（

岡

本

杉

崎

茂

ク

ヽ

雄

（
昭
和
五
六
、
五
九
年
度
）

栗

原

文

蔵

（

昭

和

五

六

年

度

）

同

中

島

宏

（
昭
和
五
六
、
五
九
年
度
）

亀

田

進
（
昭
和
五
九
年
度
）

（
昭
和
五
九
年
度
）

義
（
昭
和
五
六

、
五
九
年
度
）

明
（
昭
和
五
九
年
度
）

志
（
昭
和
五
六
年
度
）

孝
（
昭
和
五
九
年
度
）

太
久
夫
（
昭
和
五
九
年
度
）

雄
（
昭
和
五
九
年
度
J

学

芸

同

柚

木

博
（
昭
和
五
六
、
五
九
年
度
）

同

畔早町

上川

敦智勝

学

芸

課

長

同

樹
（
昭
和
五
九
年
度
）

員

今

泉

泰

之

（
昭
和
五
六
年
度
）

小
久
保

徹
（
昭
和
五
九
年
度
）

小

川

良

祐

（

昭

和

五

六

年

度

）

川

崎

栄

（
昭
和
五
六
、
五
九
年
度
）

田

同

木

戸

恵
（
昭
和
五
六
年
度
）

同

課

同

鈴

木

廣

子
（
昭
和
五
九
年
度
）

鈴

木

春

美

（
昭
和
五

六
年
度
）

金

井

塚

良

庶

務

係

橋

本

克

己

（

昭

和
五
六
年
度
）

長

野

村

鍋

（
昭
和
五
六
年
度
）

庶

務

課

長

風

間

克

埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

岩

上

教

育

次

長

沼

尻

和

也

（

昭

和

五

六

年

度

）

同

副

館

長

兼

庶

務

課

長

副

館

長

教

育

長

長

井

五

郎

（

昭

和

五

九

年

度

）

埼
玉
県
教
育
委
員
会

調

査

の

組

織

横

川

好

八
木
原

富

（
昭
和
五
九
年
度
）

俊
（
昭
和
五
九
年
度
）

厳

（
昭
和
五

六
、
五
九
年
度
）

館

事
務
局

（
発
掘
調
査
・
整
理
）

坂

巻

正

長

鈴

木

太

埼
玉
県
立
さ
ぎ
た
ま
資
料
館

（
昭
和
五
九
年
度
）

（
昭
和
五
六
年
度
）

(vi) 



調
査
区
内
を
ほ
ぽ
東
西
に
の
び
る
―
―
―
本
の
堀
を
確
認
。

墳
丘
側
か
ら
堀

A

（
内
堀
）
、

定
し
、
堀
A
と
平
行
す
る
た
め
、
外
堀
で
あ
る
様
相
が
強
ま
っ
た
。

七
月
六
日

S
1
0
日

開
始
。

様
相
が
窺
え
、
別
の
古
墳
の
周
堀
と
も
考
え
ら
れ
た
。

昭
和
五
六
年
七
月
l

日

前
方
部
南
側
調
査
区

堀
A
は
確
認
面
で
埴
輪
片
が
出
土
、

II
調

査

の

経

過

そ
の
成
果
の
一
部
に
つ
い
て
も
本
書
に
収
録
し
て
い
る
。

埼
玉
古
墳
群
は
昭
和
一
三
年
八
月
八
日
付
文
部
省
告
示
を
も
っ
て
国
の
指
定
史
跡
に
な

っ
て
い
る
が
、
周
辺
地
域
を
含
め
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
遺
物
の
出
土
は
知
ら
れ
て
い
る
が
そ
の
状
況
が
不
明
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
昭
和
四

0
年
に
文
化
庁
の
前
身
で
あ
る
文
化
財
保
護
委
員
会
で
は
、
考
古
、
民
俗
、

古
文
書
等
の
文
化
財
を
、
そ
の
地
域
の
特
色
あ
る
風
土
と
一
体
化
し
て
保
存
と
活
用
を
は

か
る
た
め
の
「
風
土
記
の
丘
」
建
設
構
想
が
発
表
さ
れ
、

I

調
査
に
至
る
経
過

そ
れ
を
う
け
て
埼
玉
県
で
は
昭

和
四
二
年
に
埼
玉
古
墳
群
を
中
心
と
し
た
「
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
」
建
設
事
業
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
二
月
に
二
子
山
古
墳
周
堀
復
原
の
た
め
の
事
前
調
査
が
始
ま
り
、

以
後
昭
和
四
九
年
度
ま
で
は
主
と
し
て
周
堀
復
原
工
事
の
た
め
の
ト
レ
ソ
チ
発
掘
に
よ
る

確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
て
、
二
子
山
、
稲
荷
山
、
丸
墓
山
、
奥
の
山
の
各
古
墳
の
周
堀
が

（
西
半
部
分
）

前
方
部
南
側
周
堀
の
発
掘
調
査
開
始
。
排
土
場
所
の
都
合
で
西
半
と
東
半
に
分
け
、
西

半
か
ら
着
手
。
客
土
及
び
表
土
を
約
二
〇
北iy砂
の
深
さ
で
重
機
で
除
去
し
、
確
認
作
業
を

ロ
ー
ム
層
上
面
（
深
さ
約
七
〇
心
レ
吟
）
ま
で
掘
り
下
げ
周
堀
の
確
認
作
業
を
す
す
め
る
。

コ
ー

（
小
久
保
徹
）

復
原
さ
れ
て
い
る
。
稲
荷
山
古
墳
に
つ
い
て
は
昭
和
四
三
年
に
主
体
部
の
調
査
が
行
な
わ

れ
て
報
告
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
五
年
度
か
ら
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
埼
玉
古

墳
群
の
発
掘
調
査
お
よ
び
出
土
遺
物
の
整
理
が
毎
年
実
施
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
史
跡
整
備
に
先
行
し
て
各
古
墳
の
堀
や
墳
丘
の
範
囲
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
本

書
に
報
告
す
る
愛
宕
山
古
墳
に
つ
い
て
は
周
堀
規
模
を
確
認
す
る
た
め
に
、
昭
和
五
六
年

度
の
調
査
区
域
と
し
て
後
円
部
東
側
と
前
方
部
南
側
を
選
定
し
、
昭
和
五
六
年
七
月
一
日

か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
し
た
。
な
お
愛
宕
山
古
墳
東
側
の
市
道
改
良
に
伴
い
、
行
田
市
遺

跡
調
査
会
が
同
年
一

0
月
一
三
日
か
ら
―
一
月
七
日
ま
で
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

B
(
S
D
0
0
4
)

、
C

（
外
堀
）
と
仮
称
。

ナ

1
部
も
確
認
し
周
堀
と
判
明
。
堀
B
は
堀
A
を
切
る
こ
と
を
確
認
。
堀
C
は
覆
土
上
部

か
ら
埴
輪
片
が
出
土
、
堀

A
と
ほ
ぽ
平
行
し
外
堀
と
考
え
ら
れ
た
が
、
南
側
へ
湾
曲
す
る

七
月
一
三
日

S
一
七
日

遺
構
確
認
作
業
を
終
え
、
堀
B
を
掘
り
下
げ
、
調
査
に
か
か
る
。
堀
A
を
壊
し
て
お
り
、

埴
輪
片
の
出
土
が
目
立
つ
が
、
わ
ず
か
に
陶
磁
器
片
が
混
る
。
堀
C
は
プ
ラ
ン
が
ほ
ぽ
確

- 1 -



立
上
り
は
不
明
の
た
め
南
壁
の
墳
丘
側
に
一
×
一
•
五
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。

明
。
外
堀
底
は
調
査
区
内
中
央
が
や
や
深
く
、

調
査
区
北
東
隅
に
土
壊

(
S
H
o
o
4
)
を
検
出
。

（

中

島

宏

）

コ
ー
ナ
ー
部
に
向
い
や
や
浅
く
な
る
。

る
。
表
土
を
浅
く
重
機
で
除
去
し
た
後
、
内
堀
の
確
認
作
業
に
か
か
っ
た
。

内
堀
で
は
多
量

か
つ
て
宅
地
で
あ
っ
た
た
め
、
墳
丘
裾
ま
で
整
地
さ
れ
て
お
り
、

一
部
は
攪
乱
さ
れ
て
い

西
半
調
査
区
よ
り
深
く
安
定
し
て
い
る
。

外
堀
の
東
壁
は
平
行
し
て
の
び
る
溝

―
一
日

で
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
埴
輪
は
内
堀
に
く
ら
べ
少
な
い
。

七
月
二

0
日

S
三
一
日

堀
B
の
調
査
を
終
了
し
、
堀
A
の
調
査
に
か
か
る
。
覆
土
は
黒
色
土
、
黒
褐
色
土
が
主

体
で
、
プ
ラ
ソ
は
比
較
的
明
瞭
、
ほ
ぽ
全
域
か
ら
埴
輪
が
出
土
す
る
。
東
辺
の
内
側
立
上

り
部
は
攪
乱
の
た
め
不
明
。
雷
雨
の
あ
る
日
が
多
く
、
調
査
区
内
の
排
水
に
苦
慮
す
る
。

八
月
＿
―
-
日
＼
七
日

堀
A
の
調
査
継
続
。
埴
輪
の
出
土
状
態
の
写
真
撮
影
、
実
測
図
作
成
。
堀
C
は
覆
土
が

内
堀
と
同
質
の
た
め
外
堀
と
判
断
。
調
査
を
進
め
た
結
果
、
外
側
の
立
上
り
は
調
査
区
内

八
月
一

0
日、

外
堀
の
調
査
を
終
了
し
、
調
査
区
全
体
の
写
真
撮
影
を
行
う
。

後
円
部
東
側
調
査
区

八
月
一
九
日

S
ニ
―
日

調
査
区
を
後
円
部
東
側
墳
丘
裾
と
市
道
の
間
に
設
定
し
、
調
査
を
開
始
し
た
。
現
地
は

八
月
二
四
日

S
二
八
日

遺
構
確
認
作
業
を
す
す
め
る
。
表
土
下
七

O
S
八
0
心
レ
砂
で
ロ
ー
ム
層
と
な
る
。
調
査

区
の
北
及
び
南
に
溝
を
確
認
し
、
南
端
で
内
堀
の
外
側
立
上
り
を
検
出
。
内
堀
の
墳
丘
側

八
月
三
一
日

S
九
月
五
日

内
堀
の
調
査
を
継
続
。

埴
輪
は
前
方
部
ほ
ど
多
く
な

い
が
、
東
の
部
分
で
は
中
堤
側
か

ら
落
ち
込
ん
だ
状
態
で
、
多
量
に
密
集
し
て
出
土
。
内
堀
の
墳
丘
側
立
上
り
を
部
分
的
に

S
D
0
0
4
調
査。

S
D
0
0
4
の
北
壁
に
平
行
し
て
走
る
小
溝
は
、

確
認
。
堀
の
底
は
調
査
区
内
で
は
南
か
ら
北
に
向
い
、

く
な
る
。
埴
輪
の
出
土
状
態
の
写
真
撮
影
。
実
測
図
作
成
後
取
り
上
げ
。

九
月
七
日

s
1
0
日

後
円
部
北
側
に
三
•
五
×
一
•
五
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
し
か
し
溝
(
S
D
0
1
0
)
の

延
長
部
分
が
検
出
さ
れ
、
墳
丘
端
部
は
明
ら
か
に
で
ぎ
な
か

っ
た
。

調
査
区
全
体
写
真
撮
影
、
実
測
図
を
作
成
し
、
調
査
を
終
了
す
る
。

九
月
一

0
日、

（
東
半
部
分
）

前
方
部
南
側
調
査
区
東
半
の
調
査
を
開
始
。
重
機
に
よ
り
西
半
調
査
区
の
排
土
を
移
し
、

表
土
、
客
土
を
除
去
し
、
周
堀
の
確
認
作
業
に
か
か
る
。

S
D
0
0
4

の
延
長
部
分
、

堀
の
東
辺
外
側
ラ
イ
ソ
、
外
堀
の
一
部
を
確
認
。

九
月
一
四
日
＼
一
九
日

外
堀
、
内
堀
、

0
5
)
と
重
複
す
る
。

ま
た
、
東
側
か
ら
墳
丘
に
向
い
浅

の
埴
輪
が
出
土
し
た
が
、
湧
水
が
激
し
く
出
土
状
態
の
記
録
で
ぎ
ず
。

九
月
二
四
日
＼
二
五
日

内
堀
、
外
堀
の
調
査
終
了
。
外
堀
の
東
壁
は

S
D
0
0
5
の
覆
土
中
に
あ
る
こ
と
が
判

九
月
二
八
日
、
二
九
日

全
体
写
真
撮
影
、
実
測
図
作
成
し
、
調
査
を
終
了
す
る
。

―
一
日

前
方
部
南
側
調
査
区

(S
D
O
 

内
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遺

跡

の

立

地

と

環

境

さ
き
た
ま

愛
宕
山
古
墳
ほ
埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
に
所
在
す
る
埼
玉
古
墳
群
に
属
す
る
。
現
存
す
る

八
基
の
前
方
後
円
墳
の
中
で
は
最
も
小
さ
い
。
古
墳
の
名
称
は
墳
頂
に
愛
宕
社
が
祀
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
現
況
は
全
長
五
三
．

0
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
径
三

0
.
0脳
、
同
高

さ
三
・
三
八
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
四
一
•
五
メ
ー
ト
ル
、
同
高
さ
三
・
三
メ
ー
ト
ル
、
主
軸
の
方
向
角
は
座
標

北
ー
五
七

・
O度
ー
東
で
あ
る
。
東
側
鞍
部
が
や
や
削
ら
れ
、
西
側
の
鞍
部
か
ら
前
方
部

側
面
は
約
一
賭
土
取
り
さ
れ
て
崖
面
に
な
っ
て
い
る
。
愛
宕
山
古
墳
は
腰
高
一
八
・
一
妍

の
埋
没
ロ
ー
ム
台
地
（
洪
積
微
高
地
）
に
立
地
し
て
い
る
。
埋
没
ロ
ー
ム
台
地
は
、
台
地

が
沈
降
し
て
沖
積
層
に
覆
わ
れ
た
も
の
で
埼
玉
県
で
は
利
根
川
中
流
域
の
右
岸
の
行
田
市

周
辺
以
東
に
多
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

愛
宕
山
古
墳
を
含
む
埼
玉
古
墳
群
の
主
体
は
大
形
前
方
後
円
墳
八
基
、
大
形
円
墳
一
基

が
集
中
分
布
す
る
地
域
で
あ
る
（
第
1
図
参
照
）
。
周
囲
の
微
地
形
に
つ
い
て
は
、
市
街

化
や
農
地
の
転
換
な
ど
が
進
行
し
て
観
察
し
に
く
い
部
分
も
あ
る
が
、
参
謀
本
部
測
量
局

が
明
治
一
七
年
に
測
量
し
、
作
成
し
た
迅
速
測
図
（
迅
測
図
）

形
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
埼
玉
古
墳
群
の
周
辺
は
、
集
落
、
畑
地
、

山
林
、
灌
木
地
と
し
て
示
さ
れ
る
微
高
地
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

第
1
図
で
示
す
と
埼
玉
古
墳
群
の
あ
る
冨
士
山
地
区
か
ら
白
山
、
万
願
、
秩
父
鉄
道
東
行

田
駅
か
ら
斉
条
地
区
に
か
け
て
微
高
地
が
連
続
し
て
広
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
武
蔵
水

（註
1
)

路
に
か
か
っ
て
長
野
神
明
遺
跡
が
調
査
さ
れ
和
泉
、
鬼
高
期
の
集
落
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
東
行
田
駅
周
辺
で
は
長
野
中
学
校
校
庭
か
ら
縄
文
時
代
前
期
（
関
山
式
）
の
多
数
の

土
器
片
や
中
期
（
加
曽
利

E
)
の
竪
穴
住
居
跡
、
古
墳
時
代
、
平
安
時
代
の
住
居
跡
が
検

（註
2
)

（註
3
)

（註
4
)

出
さ
れ
て
い
る
。
斉
条
地
区
に
は
水
田
下
に
没
し
た
古
墳
や
、
と
や
ま
古
墳
（
全
長
六
九

I
I

「
行
田
町
」
で
当
時
の
地

賭
の
前
方
後
円
墳
）
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
埼
玉
古
墳
群
南
側
は
渡
柳
、
利
田
に
続
く
も

の
と
百
塚
、
下
埼
玉
、
杉
原
地
区
へ
続
く
微
高
地
が
あ
る
。
下
埼
玉
に
は
若
王
子
古
墳
群
が

立
地
す
る
が
、
地
形
的
に
は
埼
玉
古
墳
群
と
同
じ
平
坦
地
で
あ
る
。
若
王
子
古
墳
群
東
方

に
小
針
遺
跡
が
あ
り
、
古
墳
時
代
（
鬼
高
期
）
及
び
平
安
時
代
の
集
落
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
ロ
ー
ム

層
が
あ
る
。
現
在
は
水
田
化
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
迅
測
図
で

は
下
埼
玉
か
ら
広
田
地
区
（
川
里
村
）
に
か
け
て
松
林
、

灌
木
、
畑
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
埼
玉
古
墳
群
東
方
約
五
は
り
に
わ
た
っ
て
広
大
な
平
坦
地
が
広
が
っ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
埼
玉
古
墳
群
西
方
地
域
は
奥
の
山
古
墳
南
側
に
小
円
墳
や
前
方
後
円
墳
ら

ウ

シ

（註
5
)

し
い
大
人
塚
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
迅
測
図
で
も
確
認
で
き
る
。
現
在
は
水
田
地

域
で
あ
る
が
、
当
時
は
畑
で
佐
間
地
区
へ
延
び
て
い
る
。

の
忍
川
と
武
蔵
水
路
が
接
近
す
る
地
域
で
狭
い
断
続
部
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
佐
間

地
区
に
は
四
基
の
古
墳
が
あ
り
、
大
日
塚
古
墳
は
箱
式
石
棺
の
上
に
二
基
の
粘
土
榔
が
並

（註
6
)

置
さ
れ
て
い
る
。
佐
間
地
区
南
側
の
樋
上
・
下
忍
地
区
も
微
高
地
で
あ
り
、
鴻
池
、
武
良

内
、
高
畑
遺
跡
か
ら
五
領
期
の
方
形
周
溝
墓
、

（註
7
)

見
さ
れ
て
い
る
。

五
領
、
鬼
高
期
の
住
居
跡
、
古
墳
跡
が
発

以
上
の
よ
う
に
埼
玉
古
墳
群
周
辺
は
連
続
性
の
良
い
微
高
地
が
あ
り
、
古
墳
や
集
落
の

分
布
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
若
小
玉
古
墳
群
、
小
見
古
墳
群
も
同
様
の
微
高
地
に
属
す
る
。

し
か
し
厚
い
沖
積
層
下
に
没
し
た
古
墳
や
集
落
跡
も
存
在
し
、

そ
の
後
の
沖
積
作
用
の
激

し
さ
を
示
す
が
、
生
活
面
が
現
在
よ
り
も
か
な
り
低
い
こ
と
も
あ
ら
わ
す
。
沖
稼
面
が
低

位
で
あ
れ
ば
現
在
の
微
高
地
は
相
対
的
に
高
い
こ
と
を
示
す
の
で
、
当
時
の
地
形
状
況
は

現
在
と
は
大
ぎ
く
異
な
り
、
高
低
差
の
大
き
い
地
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

に
な
り
、
北
西
↓
南
東
の
基
本
傾
斜
を
も
ち
、

埼
玉
古
墳
群
西
側
の
低
地
は
、
南
と
北
に
微
高
地
が
続
く
の
で
三
方
を
囲
ま
れ
た
地
形

、
、
、
、

そ
の
ふ
と
こ
ろ
が
深
い
。
佐
間
地
区
の
狭

一
部
水
田
地
域
が
あ
り
、
現
在
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れ
る
。

註
9

註
8
註
7

註
4
註
5
註
6

註

3

囲
か
ら
検
出
さ
れ
、

註
ー
註
2

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
埼
玉
古
墳
群
北
側
の
旧
忍
川
は
、
丸
墓
山
、
稲
荷
山
古
墳
の
周
堀

を
切
断
し
て
い
る
の
で
後
世
の
開
削
と
考
え
ら
れ

る
。
埼
玉
古
墳
群
東
側

一
帯
は
広
大
な

平
坦
地
で
、

標
高
の
や
や
低
い
小
針
遺
跡
で
、
鬼
高
期
全
般
に
わ

た
る
住
居
跡
が
狭
い
範

ロ
ー
ム
層
も
確
認
さ
れ
た

こ
と
を
考
え
る

と
、
当
時
の
沖
積
面
と

の

比
高
差
は
か
な
り
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
住
居
跡
の
分
布
密
度
が
濃
く
、
大
集
落
の
可

能
性
が
あ
ろ
う
。

埼
玉
古
墳
群
、
若
王
子
古
墳
の
後
背
集
落
と
し
て
の
関
係
が
問
題
と
さ

軸
方
向
角
、
形
態
、
規
模
に
、

埼
玉
古
墳
群
の
大
形
前
方
後
円
墳
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
が
一
定
し
て
い
る
こ
と
、
主

（註
8
)

い
く
つ
か
の

グ
ル

ー
プ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

分
布
の
特
徴
は
、
前
方
部
方
向
を
一
定
に
し
て
、
狭
い
範
囲
に
密
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
稲
荷
山
古
墳
、
二
子
山
古
墳
、

鉄
砲
山
古
墳
の
規
模
上
位
三
古
墳
が
北
↓
南
へ
直
列

的
に
接
し
て
並
ん
で
い
る
。
稲
荷
山
古
墳
と
二
子
山
古
墳
と
の

空
間
地
は
、
両
者
の
年
代

（註
9
)

に
近
い
小
円
墳
群
が
調
査
さ
れ
、
分
布
状
況
に
計
画
性
の
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

八
〇
ー
五
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
前
方
後
円
墳
は
大
形
古
墳
直
列
分
布
の
南
端
西
側
に
北
↓
南
方
向
に

並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
布
の
外
側
に
接
す
る
よ
う

に
丸
墓
山
古
墳
、
将
軍
山
古
墳
が

あ
る
。
将
軍
山
古
墳
は
最
近
の
調
査
で
二
重
の
盾
形
周
堀
を
も

つ
可
能
性
が
で
て
ぎ
た
が
、

出
土
品
、
墳
丘
と
も
に
新
し
い

一
群
で
あ
る
。
丸
墓
山
古
墳
の
占
地
は
、
地
形
的
に
は
低

地
寄
り
で
地
盤
は
良
く
な
い
。
こ
れ
ら
二
古
墳
は

円
墳
で
あ
る
こ
と
、
方
向
角
が
他
の
古

墳
と
大
き
く
異
る
が
、

他
に
空
間
地
を
も
ち
な
が
ら
密
集
し
て
い
る
の
は
、
高
度
な
計
画

性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
配
置
の
意
味
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
主
軸

方
向
角
が
北
東
ー
南
西
に
そ
ろ

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
側
面
観
を
重
視
す
る

こ
と

に
な
ろ

う
。
地
形
特
徴
は
北
西
方
向
は
視
界
の
開
け
た
沼
沢
地
、
南
東
方
向
は
台
地
状
の
広
大
な

『
資
料
館
報
畑

6
』

塩
野
博

「
行
田
市
長
野
神
明
逍
跡
」

『
考
古
学
雑
誌
第
五
五
巻
四
号
』
昭
和
四
四
年

「
長
野
中
学
校
校
内
遣
跡
」

行
田
市
文
化
財
調
査
報
告
第
一
―
集
行
田
市
教
育
委
員
会

昭
和
五
五
年

『
斉
条
五
号
墳
発
掘
調
査
報
告
』

行
田
市
文
化
財
調
査
報
告
第
一
集
行
田
市
教
育
委
員
会

昭
和
三
九
年

柳
田
敏
司
、
他

『
と
や
ま
古
墳
』

昭
和
四
二
年

柴
田
常
恵
、
他

『
埼
玉
村
古
墳
群
調
査
表
』
昭
和

一
�
�
0
�

年

『
大
日
種
子
板
石
塔
婆
お
よ
び
古
墳
の
調
査
』
行
田
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
集

行
田

市
教
育
委

員

会

昭

和

五
三
年

栗
原
文
蔵
、
他

『

鴻

池

・
武
良
内

・
高
畑
』

埼
玉
県
追
跡
発
掘
調
査
報
告
書
第
一

―
集

昭
和
五
二
年

①

『
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』

埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
五
五
年

②
増
田
逸
朗

「
辛
亥
銘
鉄
剣
出
土
古
墳
の
概
要
と
埼
玉
古
墳
群
」

�
�
N
�
0
�

一
号
』

昭
和
五
七
年

「
天
王
山
・

梅
塚
古
墳
他
周
堀
調
査
概
要
」

昭
和
五

0
年

造
出
し
の
位
置
等
を
考
え
れ
ば
北
西
方
向
が
重
視
さ
れ
る
。

い
断
続
部
を
認
め
て
も
湛
水
地
域
で
あ
り
、

こ
こ

は
か

つ
て
は
深
度
の
あ
る
沼
沢
地

で
あ

県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

『
考
古
学
ジ
ャ

ー
ナ
ル

（
小
久
保
徹
）

平
地
で
あ
り
、
大
集
落
跡

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
地
で
あ
る
。
対
外
的
な
要
素
と
分
布
、
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果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
内
堀
の
全
長
が
ほ
ぽ
確
定
で
き
る
な
ど
重
要
な
成

査
で
は
後
円
部
東
側
で
、
内
堀
の
北
辺
の
一
部
が
検
出
さ
れ
、

愛
宕
山
古
墳
の
周
堀
の
平
面
形
が
稲
荷
山
古
墳
と
同
様
に
長
方

形
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ほ
か
、
前
方
部
調
査
区
の
結
果
と

中
堤
、
外
堀
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
第
2
、
3
図
）
。
こ
の
調

す
る
道
路
敷
地
が
改
修
工
事
に
先
立
ち
発
掘
調
査
さ
れ
、
内
堀
、

�
�
0
�

月
、
行
田
市
遺
跡
調
査
会
に
よ
り
両
調
査
区
の
東
側
に
隣
接

円
部
調
査
区
で
は
内
堀
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
六
年
一

山
古
墳
が
二
重
の
周
堀
を
も

つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
後

前
方
部
調
査
区
で
は
内
堀
、
中
堤
、
外
堀
を
検
出
し
、
愛
宕

る
。
標
高
は
一
八
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。

地
で
、

か
つ
て
ほ
宅
地
で
あ
っ
た
が
現
在
は
整
地
さ
れ
て
い

裾
東
側
約
一
四
〇
ば
り
を
対
象
と
し
た
。
両
調
査
区
と
も
県
有

部
南
側
、
約
五
六
〇

ぼ
げ

、
後
円
部
調
査
区
は
後
円
部
の
墳
丘

前
方
部
調
査
区
は
周
堀
の
コ
ー
ナ

1
部
が
想
定
さ
れ
る
前
方

二
地
区
に
つ
い
て
実
施
し
た
（
第
2
、
3
図
）
。

愛
宕
山
古
墳
の
周
堀
範
囲
確
認
調
査
は
前
方
部
、
後
円
部
の

遺

構

IV
調

査

の

成

果

／ー

――

 

＇ 

埼玉県教育委員会調査区 ：行田市遣跡調査会調査区

第2図 愛宕山古墳及び発掘調査区の位置 (1/2,000)
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分
析
で
は
好
湿
地
棲
の
珪
藻
が
多
く
検
出
さ
れ
、

「
こ
の
試
料
は
池
沼
＼
湿
地
の
環
境
下

れ
な
か

っ
た
。

井
戸
跡
四
(
S
E
0
0
1
s
o
o
4
)
、
土
壕
四
(
S
H
o
o
1
s
o
0
4
)
を
検
出
し
た
（
第

ロ
ー
ム

層
上
面
で
確
認
し
た
。
調

ロ
ー
ム
層
と
な

っ
て
い
る
。
地
表
か
ら
ロ
ー
ム
層
上
面
ま
で
の
深
さ
は
六
五
＼
七
〇
心
iy砂
で
あ
る
。

内
堀
は
前
方
部
前
面
の
堀
底
幅
が
約
六
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
検
出
面
で
幅
七
•
五
～
七
・
九
メ
ー
ト
ル
、

東
側
側
面
は
内
側
の
立
上
が
り
部
を
攪
乱
さ
れ
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
が
、

か
け
て
、
ゆ
る
や
か
に
深
く
な
る
。
前
方
部
前
面
部
分
の
内
側
ラ
イ
ソ
は
、

わ
ず
か
に
カ

ー
プ
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
外
側
ラ
イ
ン
、

東
側
側
面
部
分
は
ほ
ぽ
直
線
的
で
あ
る
。

覆
土
は
調
査
区
西
壁
の
土
層
断
面
（
第
5
図
）
で
は
第
四
層
黒
褐
色
土
、
第
五
層
黒
色

土
、
第
七
層
褐
色
土
、
第
八
層
黄
褐
色
土
に
分
層
さ
れ
、
さ
ら
に
コ
ー
ナ
ー
部
ち
か
く
の

深
ま
る
部
分
で
は
、
堀
底
か
ら
二
～
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
上
が
っ
て
、
層
厚
約
一
•
五
～
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
灰

白
色
粘
土
層
が
約
二
代
店
の
間
層
（
第
五
層
）
を
は
さ
ん
で
二
層
水
平
に
堆
積
し
て
い
た
。

こ
の
白
色
粘
土
層
か
ら
採
取
し
た
土
層
試
料

(
C
地
点
趾

6
試
料
、
第
4
図）

の
珪
藻

で
の
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る

(58
頁
参
照
）

。
ま

た
、
白
色
粘
土

層
の
上
層
の
黒
色
土

(
C
地
点
嵐

5
試
料
）
お
よ
び
黒
褐
色
土

(
C
地
点
地

4
試
料
）
、

調
査
区
西
壁
の
第
四
層

(
B
地
点
嵐

5
試
料
）
、
第
五
層

(
B
地
点
湿

4
試
料
）

の
珪
藻

部
で
の
推
定
幅
約
七
•
五
メ
ー
ト
ル
。
深
さ
は
五
〇
～
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

コ
ー
ナ
ー
部
か
ら
東
辺
に

コ
ー
ナ
ー

分
析
も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
が
出
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
珪
藻
分
析
の
結
果
か
ら
は
、
内
堀

—
—
ー
と
り
わ
け
コ
ー
ナ
ー
部
か
ら
東
辺
に
か
け
て
の
や
や
深
ま
る
部
分
は
、
帯
水
状
態
と

第
四
層
中
に
は
浅
間

T
B
が
認
め
ら
れ
、
内
堀
の
最
終
埋
没
時
期
が
推
測
で
き
る
。

南
辺
の
西
側
で
内
、
外
側
立
上
が
り
部
ち
か
く
に
検
出
さ
れ
た
二
本
の
溝
(
�
�
�
S
�
D
�
0
�
0
�
1
0
�

埴
輪
は
第
五
層
に
多
く
、
第
三
層
下
部
お
よ
び
第
四
層
か
ら
も
出
土
し
た
。
覆
土
下
層

で
の
埴
輪
の
平
面
分
布
状
況
（
第
6
図
）
は
プ
ラ
ン
内
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
る
が
、

中
堤
の
幅
は
前
方
部
前
面
の
基
部
で
六
•
五
～
六
・
七
メ
ー
ト
ル
、
検
出
面
で
六
・
七
メ
ー
ト
ル
、
東

側
側
面
の
基
部
で
五

・
一
～
六

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
検
出
面

四
．

�
�
�
0
�
^
V
ﾛ
0
炅
k
0
�
0
�
0
ﾈ
0
�
�
I
0
g

あ
る
。
こ

の
面

に
盛
土
さ
れ
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
検
出
面
は
平
坦
で
あ
る
。
内
堀
の
東
側
部

分
で
の
埴
輪
の
出
土
状
況
は
、
本
来
、
中
堤
上
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
内
堀
へ
落

ち
込
ん
だ
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
が
、
中
堤
上
に
埴
輪
の
原
位
置
を
示
す
痕
跡
は
認
め
ら

外
堀
は
南
辺
の
外
側
立
上
が
り
部
が
調
査
区
内
で
検
出
さ
れ
ず
、

(S
D
0
0
4
)
に
切
ら
れ
、
外
側
ラ
イ
ン
は
溝
(
S
D
0
0
5
)
と
重
複
し
、
そ
の
覆
土
中

に
あ
る
た
め
、
そ
の
福
を
確
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
南
辺
は
東
辺
に
倍
す
る
幅
を
も
つ
よ

う
で
あ
る
。
南
辺
は
幅
五
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
東
辺
は
ニ
・
三
～
三
・
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
。
南
側
コ
ー

ナ
ー
部
で
南
辺
と
東
辺
の
な
す
角
度
は

830
で
、
内
堀
外
側
コ
ー
ナ
ー
と
外
堀
内
側
コ
ー
ナ

ー
を
結
ぶ
ラ
イ
ソ
は
方
位
に
そ
ろ
う
。
南
辺
は
内
堀
に
平
行
す
る
が
、
東
辺
は
わ
ず
か
に

墳
丘
側
に
振
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
行
田
市
遺
跡
調
査
会
調
査
区
の
成
果
と
合
わ
せ
る

と
一
層
明
ら
か
で
外
堀
は
墳
丘
く
び
れ
部
に
向
い
、
弓
な
り
に
カ
ー
プ
す
る
（
第
3
図）

内
堀
、
中
堤
及
び
外
堀

ー
部
か
ら
東
辺
に
か
け
て
、
中
堤
よ
り

に
や
や
密
集
し
て
い
る
。

査
区
西
端
で
の
層
序
は
客
土
、
表
土
以
下
、

暗
茶
褐
色
土
、
茶
褐
色
土
、

0
0
2
)
の
覆
土
は
内
堀
と
同
じ
第
七
層
で
、
明
ら
か
に
堀
に
伴
う
。

4
図
）
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
重
複
す
る
も
の
を
除
き
、

前
方
部
南
側
調
査
区
で
は
内
堀
、
中
提
、

日
前
方
部
南
側
調
査
区

外
堀
の
ほ
か
に
溝
五
(
S
D
o
o
1
s
0
0
5
)

な
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

東
辺
は
溝

コ
ー
ナ

- 8 -







第7図 前方部南側調査区 土城 (SH)及び井戸 (SE)実測図 (1/60)

0
0
3
に
切
ら
れ
て
い
る
。
幅
二
六
＼
三
八
代
悩
、
深
さ
八
心
し
砂
。

S
D
0
0
4
は
調
査
区

も
堀
の
立
上
が
り
部
に
ち
か
い
堀
底
に
あ
り
、

埴
輪
ほ
内
堀
に
く
ら
べ
少
な
い
。

れ
よ
う
。

堀
の
ラ
イ
ソ
に
平
行
し
て
い
る
。

S
D
O
 

堀
の
深
さ
は
南
辺
で
六

O
S
七
〇
心
レ
砂
、
東
辺
で
は
四
五
＼
七
〇
心
レ
砂
。
堀
底
は
南
辺
で

は
ほ
ぽ
平
坦
で
あ
る
が
、
東
辺
で

は
調
査
区
中
央
が
深
く
、
そ
の
両
側
で
は
浅
く
な
り
、

コ
ー
ナ

1
部
で
は
南
辺
の
底
と
に
一

0
1
一
五
心
レ
砂
の
段
差
が
生
じ
て
い
る
。

覆
土
は
南
辺
の
西
壁
土
層
断
面
（
第

5
図
）
で

は
内
堀
と
同
様
の
埋
没
状
態
が
観
察
さ

れ
た
が
、
東
辺
で
は
第
一
層
黒
褐
色
土
、
第
二
層
暗
褐
色
土
、
第
三
層
灰
褐
色
土
、
第
四

層
暗
褐
色
土
、
第
五
層
灰
黒
褐
色
土
、

第
六
層
褐
色
土
、
第
七
層
灰
褐
色
土
に
分
層
さ
れ

た
。
東
辺
第
三
層
は
内
堀
第
六
層
に
、
東
辺
第
一
、
二
層
は
内
堀
第
四
、

南
辺
の
北
壁
よ
り
に
検
出
さ
れ
た
溝
(
S
D
O
O
3
)
は
内
堀
の
溝
(
S
D
o
o
1
、
0
0
2
)

と
同
じ
く
、
外
堀
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
遺
構

五
層
に
対
比
さ

溝

(
S
D
o
o
1
s
o
0
5
)
、
井
戸
跡
(
S
E
0
0
1
s
0
0
4
)
、
土
壊
(
S
H
o
o
1
s
o

0
4
)
を
検
出
し
た
（
第
4
、

7
図
）
。

S
D
o
o
1
、
0
0
2
は
内
堀
の
南
辺
に
検
出
し
た
。
調
査
区
西
壁
の
土
層
断
面
（
第
5

図
）
の
観
察
か
ら
内
堀
に
伴
う
溝
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
外
堀
の
南
辺
に
検
出
し
た

S
D
O
O
3
も
S
D
O
O
1
¥
0
0
2
と
同
一
の
覆
土
（
褐
色
土
）
で
外
堀
に
伴
う
。
い
ず
れ

0
ー
は
幅
五
〇
＼
六
〇
心iy砂
堀
底
か
ら
の
深
さ
二
四
心
iy砂、
S
D
o
o
2
は
幅
一
l

一八心
iy砂
、
深

さ
―
二
心
iy砂
。
S
D
O
O
3
は
わ
ず
か
に
カ
ー
ブ
す
る
部
分
が
あ
り
、
東
端
は
井
戸
跡
S
E

中
央
に
東
西
方
向
に
走
り
、
内
堀
、
中
堤
、
外
堀
を
切
り
、

て
い
る
。
走
向
は

E
|
1
4
0
|
s
、
わ
ず
か
に
蛇
行
す
る
。
西
端
で
幅
四
・
ニ
2JVI
、
底
幅
は

土
壊

S
H
o
o
2
に
切
ら
れ
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深
さ
六
五
心
レ
砂
の
梯
形
の
落
ち
込
み
が
あ
る
。

は
調
査
区
の
東
隅
に
位
置
し
、
外
堀
、
溝
S
D
0
0
5
を
切
っ
て
い
る
。

は
内
堀
の
南
辺
に
検
出
し
た
。

×
二
•
九
メ
ー
ト
ル
前

〇
•
八
～
一

心iy砂
、
深
さ
約
六

O
S
七

0
代
店

の
小
溝
が
平
行
し
て
掘
ら
れ
て
い
る
。
周
堀
を
壊
し
て

い
る
た
め
覆
土
中
に
は
多
量
の
埴
輪
が
混
入
し
て
い

た
。
と
り
わ
け
内
堀
コ
ー
ナ

ー
部
付

陶
磁
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。

S
D
0
0
5
は
外

堀
東
辺
の
東
側
ラ
イ
ン
と
平
行
し
、
ほ
ぽ
直
線
的
に

N
|
4
2
0

—

E

方
向
に
の
び
て
い
る
。

出
土
遺
物
は
な
い
が
、

幅
七

�
�
�
O
�
^

一

-
0
心
レ
砂
、
深
さ
七

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

の
覆
土
を
切
っ
て
お
り
（
第
5
図
）
、
愛
宕
山
古
墳
に
先
行
す
る
時
期
の
溝
で
あ
る
。

井
戸
跡
S
E
0
0
ー
は
内
堀
コ
ー
ナ
ー
部
内
側
に
、

S
E
0
0
2
は
そ
の
西
側
、

S
E
O
O

土
壊

S
H
o
o
1
、
0
0
2
（第
7
図）

四
例
と
も
平
面
円
形
、

断
面
円
筒
形
を
示
す
素

掘
り
井
戸
で
あ
る
。
S
E
0
0
1
は
径
九
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
S
E
0
0
2
は
径
―
•
四
メ
ー
ト
ル
、
S
E
0
0
3

は
径
九
八

x
八
四
特
品
、

S
E
0
0
4
は
径
八

0
代
店

の
規
模
で
あ
る
。

S
E
0
0
2
は
堀

底
か
ら
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
掘
り
下
げ
た
レ
ベ
ル
（
標
高
一
六
・
八

5
m
)

で
湧
水
を
み
た
。

S
H
o
o
1
、
S
D
0
0
4
を
切

っ
て
い
る
が
、

S
H
o
o
1
と
S
D
0
0
4
の
前
後
関
係
は
明

ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

S
H
O
O
ー
は
長
軸
一

・
七
妍
、
内
堀
底
か
ら
の
深
さ
一

0
代
祐
、

S
H
o
o
2
は
八
五
X

六
七
心
レ
砂
、
深
さ
四
六
代
店
。

S
H
O
O
3
は
井
戸
跡
S
E
0
0
3
の

南
に
位
置
し
て
い
る
。
径
六

0
x
五

0
代
悩
、
堀
底
か
ら
の
深
さ
一
＿
一
六
心
レ
呼
。

S
H
o
o
4

約
三
分
の
一
の
プ
ラ
ン
は
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
。
全
形
は
（
三
・
ニ
）

重
複
す
る
西
側

後
の
楕
円
形
プ
ラ
ソ
と
な
ろ
う
。
深
さ
五
六
心
レ
砂
。
壊
底
の
東
側
に
は
八
四

x
四
二
代
妬
、

S
H
o
o
2
は

3
、
0
0
4
は
外
堀
南
に
検
出
さ
れ
た
。

外
堀
は

S
D
0
0
5

近
は
顕
著
で
あ

っ
た
。

埴
輪
の
ほ
か
、

•
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
七
六
＼
八
五
代
祐
で
あ
る
。

北
側
壁
に
幅
四
五
＼
五
六

が
旧
表
土
と
考
え
ら
れ
る
。

後
円
部
調
査
区
は
後
円
部
墳
丘
裾
東
側
に
内
堀
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
設
定

し
た
。
調
査
の
結
果
、
内
堀
の
外
側
ラ
イ
ン
を
調
査
区
の
南
隅
に
検
出
す
る
こ
と
が
で
ぎ

（第
8
図
）
。
し
た
が
っ
て
、
後
円
部
東
側
調
査
区
は
墳
丘
端
か
ら
内
堀
範
囲
内
に
あ

た
る
。
ほ
か
に
溝

(
S
D
0
0
6
S
o
1
0
)、
井
戸
跡

(
S
E
0
0
5
)
を
検
出
し
た
。

調
査
区
の
南
隅
に
検
出
し
た
内
堀
の
外
側
ラ
イ
ソ
は
わ
ず
か
一
・
―
―
-
ぃ
m
で
あ
る
が
、
行

田
市
遺
跡
調
査
会
に
よ
る
東
側
に
隣
接
す
る
道
路
敷
地
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
こ
の
延
長

部
分
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
は
さ
ら
に
内
堀
の
北
辺
が
東
辺
と
直
交
す
る
位

置
に
検
出
さ
れ
、
愛
宕
山
古
墳
の
周
堀
の
平
面
形
が
稲
荷
山
古
墳
と
同
様
に
長
方
形
を
示

す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
前
方
部
調
査
区
の
成
果
と
合
わ
せ
る
と
内
堀
の
南
北
長
は

墳
丘
側
お
よ
び
調
査
区
北
側
に
向
い
浅
く
な
る
た
め
、
調
査
区
の
中
央
で
約
六
•
五
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
り
検
出
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
墳
丘
北
側
に
三
・
五
×
一
•
五
メ
ー
ト
ル
の
ト

レ
ソ
チ
を
設
定
し
て
内
側
立
上
が
り
部
分
を
調
査
し
た
が
、
溝

S
D
o
1
0
の
延
長
部
分

堀
の
深
さ
は
外
側
で
三
六
代
レ
砂
、
内
側
で

一
〇
心
し
砂
で
あ
る
。
幅
は
最
短
部
で
約
五
・

五
脳
。
覆
土
は
第
八
層
黒
褐
色
土
、
第
九
層
暗
黒
褐
色
土
、
第
一
〇
層
褐
色
土
が
主
体
と

な
っ
て
い
る
（
第
9
図
）
。
調
査
区
中
央
の
墳
丘
サ
プ
ト
レ
ソ
チ
で
は
第
七
層
黒
褐
色
土

を
検
出
し
た
だ
け
で

、
墳
丘
端
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

内
堀
の
墳
丘
側
立
上
が
り
部
は
溝

(S
D
0
0
7
、
0
0
8
)
と
重
複
し
、

約
六
七
•
五
メ
ー
ト
ル
に
復
原
で
き
る
。

た

内

堀 □
後
円
部
東
側
調
査
区

ま
た
、

堀
が
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第8図 後円部東側調査区全測図

ソ
グ
し
た
が
底
に
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

形
態
で
あ
る
。
径
八
六

x
六
八
代
店
、
堀
底
か
ら
約
六

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
掘
り
下
げ
、

井
戸
跡

S
E
0
0
5
は
調
査
区
の
南
側
に
検
出
し
た
。

（

中

島

宏

）

前
方
部
調
査
区
の
井
戸
跡
と
同

•
一
メ
ー
ト
ル
、
南
壁
に
段
に
も
ち
、
断
面
ほ
略
逆
台
形

走
向
N
|
350
|
E
。
S
D
o
o
8
は
墳
丘
の
裾
に
沿
い
、

堀
と
重
複
し
て
い
る
。

幅
六
七
代
妬
、

側
に
検
出
し
た
。
幅
九

0
代
店
、
深
さ
二
八
代
レ
吟
、
走
向
E
|
8
0
|
s
。
行
田
市
遺
跡
調

査
会
の
調
査
区
で
土
壊
状
の
落
ち
込
み
と
重
な
る
。
S
D
o
1
0
は
調
査
区
の
北
側
に

東

西
方
向
に
の
び
る
。
幅
二
妍
、
深
さ
一

を
示
す
。

一
脳
ボ
ー
リ

か
明
確
に
で
き
な
か

っ
た。

深
さ
二

0
代
品
。

S
D
0
0
9
は
調
査
区
東

前
方
部
調
査
区
の

S
D
o
o
1
S
O
O
3
と
同
様
に
堀
に
伴
う
も
の

南
側
で
は
逆
に
カ
ー
プ
し
、

内

部
に
検
出
し
た
。
北
側
を
S
D
o
o
8
に
切
ら
れ
て
い
る
。
幅
五

0
代
店
、
深
さ
一

〇
心
レ砂、

七
ソ
げ
、
ー

メ
ー
ト

西
か
ら
東
に
向
い
わ
ず
か
に
深
く
な
る
。

S
D
0
0
7
は
内
堀
の
内
側
立
上
が
り

れ
部
方
向
に
カ
ー
プ
し
て
い
る
。

幅
一
〇
八
心
レ
呼
、

ロ
ー
ム

層
上
面
か
ら
の
深
さ
六

〇

S
D
0
0
6
は
調
査
区
南
側
を
東
西
に
走
り
、

西
側
で
は
墳
丘
を
よ
け
る
よ
う
に
く
び

そ
の
他
の
遺
構

溝

(
S
D
0
0
6
S
o
1
0
)
、
井
戸
跡

(S
E
0
0
5
)
を
検
出
し
た

0
0
8
を
除
き
、
愛
宕
山
古
墳
築
造
以
降
の
時
期
で
あ
る
。

に
中
堤
か
ら
落
ち
込
ん
だ
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。

埴
輪
が
わ
ず
か
に
あ
る
が
円
筒
埴
輪
が
圧
倒
的
に
多
く
、
前
方
部
調
査
区
の
東
辺
と
同
様

埴
輪
は
調
査
区
東
側
の
中
堤
よ
り
に
多
量
に
出
土
し
た

（
第
8
図）

。
S
D

（
第

10
図
、
図
版
八
）

。
形
象
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上
げ
の
記
述
は
一
切
省
略
し
て
あ
る
。

前
方
部
南
側
、
後
円
部
東
側
両
調
査
区
で
出
土
し
た
遺
物
の
う
ち
、
主
体
と
な
る
の
は

前
方
部
調
査
区
で
は
内
堀
内
の
東
南
部
コ
ー
ナ
ー
付
近
か
ら
の
出
土
が
、

こ
れ
は
中
堤
上
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
も
の
が
破
損
、
転
落
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
状
況

で
あ
っ
た
が
、
中
堤
上
に
は
そ
の
痕
跡
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
内
堀
内
の
他

の
部
分
で
も
比
較
的
大
型
の
破
片
が
出
土
し
、
墳
丘
上
か
ら
落
ち
込
ん
で
埋
没
し
た
と
思

わ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

も
の
で
あ

っ
た
が
、
中
堤
寄
り
の
部
分
で
の
出
土
が
目
立
っ
た
。
こ
れ
は
、
隣
接
し
て
実

施
さ
れ
た
行
田
市
遺
跡
調
査
会
の
市
道
域
の
発
掘
調
査
区
内
で
の
遺
構
の
あ
り
か
た
や
遺

物
の
出
土
状
況
か
ら
、
中
堤
に
樹
立
さ
れ
た
も
の
が
破
損
、
転
落
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
墳
丘
寄
り
で
は
、
墳
丘
上
か
ら
の
転
落
と
思
わ
れ
る
も
の
も
散

見
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
両
調
査
区
を
通
じ
、
原
位
置
を
留
め
る
埴
輪
は
無
か
っ
た
。
個
々
の
詳

内
の
出
土
で
あ
る
。
ま
た
、
実
測
図
の
断
面
の
、

細
に
つ
い
て
は
観
察
表
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
円
筒
埴
輪
に
つ
い
て
は
実
測

図
及
び
図
版
の
番
号
は

1
S
8
8
が
前
方
部
調
査
区
出
土
、

89S186
は
後
円
部
調
査
区
内
堀

ロ
縁
部
内
外
の
細
線
及
び
、
タ
ガ
の
上

下
の
細
線
は
、
そ
の
範
囲
が
仕
上
げ
た
ョ
コ
ナ
デ
を
施
さ
れ
た
範
囲
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ョ
コ
ナ
デ
に
よ
る
仕
上
げ
に
つ
い
て
は
強
弱
は
あ
る
も
の
の
各
円
筒
埴
輪
に
共

通
す
る
技
法
で
あ
る
の
で
、
観
察
表
で
は
端
部
内
外
面
及
び
タ
ガ
の
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
る
仕

一
方
、
後
円
部
東
側
調
査
区
は
、
大
部
分
が
内
堀
内
に
あ
た
る

埴
輪
片
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
円
筒
埴
輪
が
大
部
分
で
あ
る
。

曰

埴

輪

遺

物

や
や
多
く
、

気
味
で
、

ロ
縁
部
に
至
っ
て
は
、
外
反
し
て
開
く
形
態
を
と
る
。

タ
ガ
に
つ
い
て
は
7
が

形
象
埴
輪
に
つ
い
て
は
、
器
種
の
判
明
す
る
も
の
で
主
要
な
も
の
を
図
示
し
た
が
、
写

真
図
版
に
の
み
示
し
た
も
の
も
あ
る
。
多
く
は
後
円
部
調
査
区
の
出
土
で
あ
る
。

出
土
し
た
円
筒
埴
輪
は
、
技
法
的
な
面
で
は
、
外
面
が
タ
テ
ハ
ケ
メ
を
施
し
た
後
、
粘

土
紐
を
貼
付
け
、

メ
を
残
す
も
の
が
多
い
が
、
基
部
か
ら
中
位
に
か
け
、

の
も
あ
り
、
各
所
に
ュ
ピ
オ
サ
ニ

痕
を
残
す
も
の
も
あ
る
。

ロ
縁
部
は
い
ず
れ
も
端
面
を
形
成
し
、
内
外
面
を
ョ
コ
ナ
デ
し
て
仕
上
げ
て
い
る
（
実

測
図
断
面
、
細
線
の
範
囲
）
。
焼
成
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き
る
限
り
で
は
黒
斑
の
認
め

ら
れ
る
も
の
は
な
く
、
還
元
色
を
呈
す
る
も
の
も
あ
り
、
全
て
登
り
窯
に
よ
る
焼
成
と
し

(
1
S
7
)
。
器
高
は
い
ず
れ
も
約
四
〇
心
レ
低
で
、

タ
テ
な
い
し
ナ
ナ
メ
に
ナ
デ
る
も

タ
ガ
の
間
隔
の
バ
ラ
ソ
ス
も
近
似
し

ス
カ
ッ
も
二
段
目
及
び
三
段
目
に
一
対
ず
つ
互
い
に
直
角
位
置

(
7
は
や
や
ズ

レ
が
あ
る
が
）
に
な
る
よ
う
に
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
形
態
は
い
ず
れ
も
円
形
か
、

不
整
円

そ
の
段
の
間
隔
の
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
三
段
目
の
も
の
よ
り
径
が
小
さ
い
傾
向
に
あ
る
。

断
面
の
形
態
は

5
が
開
ぎ
方
が
大
き
い
が
、
他
は
い
ず
れ
も
体
部
中
位
が
わ
ず
か
に
内
湾

く
ず
れ
た
台
形
を
呈
す
る
他
は
、
偏
平
で
く
ず
れ
た
「
M
」
字
形
を
呈
し
て
お
り
、
概
し

形
で
雑
な
穿
孔
の
し
か
た
を
し
て
い
る
。

（
下
か
ら
）
二
段
目
に
穿
孔
さ
れ
る
も
の
は
、

て
お
り
、

前
方
部
南
側
調
査
区
で
は
、

全
体
の
形
態
が
ほ
ぽ
判
明
す
る
も
の
が
七
個
体
あ
っ
た

て
誤
り
は
な
い
。

ず
、
全
て
タ
テ
ハ
ケ
メ
の
み
で
あ
る
。

一
方
内
面
は
ヨ
コ
ハ
ケ
メ
、

ま
た
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ

ハ
ケ
メ
は
、
深
浅
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

ヨ
コ
ハ
ケ
メ
等
の
認
め
ら
れ
る
も
の
は
見
当
ら

ヨ
コ
ナ
デ
し
（
実
測
図
各
断
面
、
細
線
の
範
囲
）
ク
ガ
と
し
て
い
る
。

円
筒
埴
輪

- 15 -



一
回
り
大
き
な
も
の
で
外
面
最
上
段
に
窯
印
(
「

x
」
)
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に

1
1
7
は
一
見
し
て
大
き
さ
、
各
段
の
幅
等
、
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
が
、
各
部
の
計
測
値
か
ら
も
そ
れ
が
了
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
規

格
性
の
あ
る
一
群
の
円
筒
埴
輪
を
「
A
類
」
の
円
筒
埴
輪
と
呼
び
説
明
を
進
め
る
が
、
さ

ら
に
タ
ガ
の
断
面
の
形
状
か
ら
、
断
面
が
偏
平
な
「
M
」
字
形
で
、
粗
雑
な
ョ
コ
ナ
デ
で

仕
上
げ
の
も
の

(
1
S
6
)
 

ロ
縁
部
ま
た
は
底
部
付
近
の
形
態
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
、

で
あ
る
。

8
は
い
類
、
9

は
ふ
類
で
、

そ
れ
ぞ
れ
内
面
に
ュ
ビ
オ
サ
ェ
痕
が
顕
著
に
残
る

一
方
、
後
円
部

11
は
体
部
中
位
以
上
し
か
形
態
が
判
明
し
な
い
が
、

口
縁
径
が
三
四
心
レ
砂
で

A
類
よ
り

全
体
の
形
態
が
ほ
ぽ
判
明
す
る
も
の
は
89
の
み
で
あ
っ
た
。

部
分
が
あ
り
、

10
は
い
類
で
ナ
ナ
メ
の
幅
の
広
い
ナ
デ
に
よ
り
仕
上
げ
て
い
る
。

に
は
禾
本
科
植
物
の
茎
の
棒
状
の
圧
痕
を
残
す
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

10
は
最
下
段
の
幅
が
広
目
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
先
に
述
べ
た

A
類
と
思
わ
れ
る
も
の

の
が
多
い
が
、

ナ
ナ
メ
ナ
デ
の
も
の

(76
)
も
あ
る
。

76
、
78
、
83
は
A
類
で
あ
る
。
底
面

次
に
、
後
円
部
東
側
調
査
区
出
土
の
も
の
で
あ
る
が
、
前
方
部
南
側
調
査
区
に
比
べ
、

89
に
つ
い
て
は

B
類
と
し
て
す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
下
段
が
他
の
段
に

8
1
10
は
、

76
S
88
は
、
底
部
破
片
で
あ
る
。

外
面
は
ク
テ
ハ
ケ
メ
、

内
面
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ
の
も

と
し
た
強
目
の
ヨ
コ
ナ
デ
を
し
て
仕
上
げ
る
も
の

(

7

)

を
「
い
類
」
と
し
て
お
く
。

は
い
ず
れ
も
円
形
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

を
「
Al
類
」
、
く
ず
れ
た
台
形
を
呈
す
る
が
比
較
的
き
ち
ん

の
も
あ
る
。

45
は
B
類、

46
、
47
、
49
等
は

A
類
で
あ
る
。

本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ス
カ
ジ
の
認
め
ら
れ
る
も
の

ナ
メ
の
ナ
デ
が
施
さ
れ
る
が
、

51
、
65
、
67
の
よ
う
に
ュ
ビ
オ
サ
ニ
痕
を
顕
著
に
残
す
も

45
S
75
は
体
部
破
片
で
あ
る
。

外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ

、

内
面
は
ヨ

コ
ハ
ケ
メ
ま
た
は
ナ

種
々
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ソ
を
持
ち
、

ス
カ
シ
の
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
何
れ
も
円
形
を
基

タ
ガ
に
つ
い
て
は
基
部
幅
が
二
～
二
•
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

第
二
段
が
五
•
五
～
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
第
三
段
六
•
五
～
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

八
＼
四
二
代
レ
砂
、

口
縁
径
は
二
六
＼
二
八
代
妬
底
径
は
一
六
＼
二

0
代
店
と
大
き
さ
に
つ

い
て
は
四
心
レ
砂
の
範
囲
内
に
あ
る
。
各
段
に
つ
い
て
は
、
最
下
段
が
一

〇
＼
―
二
心
レ
砂
、

口
縁
部
段
七
＼
九
代
后
、

二
代
祐
の
範
囲
内
に
あ
り
、

さ
れ
る
も
の
を
含
む
一
群
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

あ
る
。
何
れ
も
外
面
は
、
左
傾
す
る
も
の
を
含
む
が
、

タ
テ
ハ
ケ
メ
、
内
面
は
ヨ
コ
な
い

し
ナ
ナ
メ
の
ハ
ケ
メ
を
施
し
ュ
ビ
オ
サ
工
痕
を
残
す
も
の
も
あ
る
。
口
縁
部
は
開
き
方
に

と

15
以
下
44
は
口
縁
部
破
片
だ
が
、

15
は

B
類、

そ
れ
以
外
の

16
、
1
8
S
24
等
は

A
類
で

主
要
な
円
筒
埴
輪
に
つ
い
て
、

計
測
値
の
一
覧
表
を
作
成
し
た
が
、

1
S
7
は
高
さ
が

で
最
下
段
の
幅
が
広
く
、

タ
ガ
の
形
状
が
く
ず
れ
た
台
形
を
主
体
と
し
て
い
る
」
と
類
推

ク
ガ
の
数
や
ス
カ
シ
の
位
置
等
に
つ
い
て
の
近
似
を
指
摘
で
き
る
。

「
B
類
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、

調
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
還
元
色
を
呈
す
る
も
の

て
粗
雑
な
作
り
で
あ
る
。
内
面
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ
を
主
体
と
し
て
仕
上
げ
て
い
る
が
、

4
は

ユ
ビ
オ
サ
工
痕
が
顕
著
に
残
さ
れ
、

7
は
最
下
段
部
分
は
タ
テ
の
ナ
デ
に
よ
っ
て
い

る
。
底
面
に
は
い
ず
れ
も
禾
本
科
植
物
の
茎
と
思
わ
れ
る
棒
状
の
圧
痕
が
残
さ
れ
る
。
色

色
を
呈
す
る
も
の

底
径
等
の
大
き
さ
、

(
2
、

(
1
、
4
)
 
とヽ

明
黄
灰
色
や
灰
茶
褐

3
、
7
)
が
あ
る
。
以
上
の
七
点
に
つ
い
て
は
、
高
さ
、

ロ
径
、

東
側
調
査
区
出
土
の

89
は
高
さ
が
六
三
心
レ
砂
、

口
縁
径
約
三
六
心
レ
砂
で
、
最
下
段
の
幅
が

二
三
代
店
と
、

他
の
段
に
比
べ
広
い
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
た
や
寸
法
的
に
二
代
届
程
度
の
差
が
あ
る
が
、

口
縁
部
の
屈
曲
の
し

11
に
類
す
る
形
態
と
思
わ
れ
る
。

12
、

14
も
三
段
目
の
中
位
以
上
を
欠
い
て
い
る
が
、
最
下
段
の
幅
か
ら
し
て
、
同
様
に
、

類
似
す
る
形
態
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
総
括
し
、

全
体
の
器
形
の
判
明
し
て
い
る
89
、

一
個
体
を
基
本
と
し
た
も
の
で
、

89 
tこ

「
A
類
よ
り
大
型
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さ
て
、

が
多
く
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
色
調
が
明
る
い
灰
褐
色
な

い
し
灰
白
色

比
べ
広
目
で
あ
る
。
外
面
は
タ

テ
ハ
ケ
メ
、
内
面
は
ヨ
コ
ハ
ケ
メ
な
い
し
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ

が
施
さ
れ
る
が
、
部
分
的
に
ナ
デ
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
、
底
面
に
は
棒
状
の
圧
痕
が
残
さ

ス
カ
シ
は
不
整
円
形
で
、
二
段
目
及
び
三
段
目
に
一
対
ず
つ
互
い
に
直
角
位
置
に

B
類
で
あ
る
。

い
し
ョ
コ
ハ
ケ
メ
が
認
め
ら
れ
、
端
部
に
は
面
が
形
成
さ
れ
、
内
外
を
ョ
コ
ナ
デ
し
て
仕

査
区
で

A
類
と
し
た
も
の
と
は
胎
土
、
色
調
を
異
に
す
る
も
の
が
大
半
で
、
多
く
は

B
類

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

112
は
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
の

口
緑
部
破
片
で
、
外
面
は

タ
テ
、
内
面
は
ヨ
コ
ハ
ケ
メ
が
認

そ
の
他
、

測
さ
れ
、

め
ら
れ
る
。
器
厚
が
大
き
く
、

B
類
を
上
回
る
大
形
品
で
あ
ろ
う
。

113S165
は
体
部
破
片
で
あ
る
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ
が
施
さ
れ
、
例
外
は
な
く
、

は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ
、
な
い
し
ナ
ナ
メ
の
ナ
デ
が
施
さ
れ
る
。

113S115
は
B
類
で
あ
る
が
、

ロ
緑
部
直
下
の

126
も

B
類
で
、
そ
の
他
、
段
の
幅
か
ら
、

122
、
127
も

B
類
と
推

B
類
の
円
筒
埴
輪
が
比
較
的
多
数
を
占
め

て
い
る
こ
と
を
体
部
破
片
か
ら
も
指

摘
し
う
る
。
も
ち
論
、

B
類
の
主
な
タ
ガ
の
形
状
で
あ
る
＜
ず
れ
た
台
形
を
呈
す
る
も
の

こ
う
し
た
円
簡
埴
輪
の
中
で
、

や
や
厚
手
で
、

内
面

A
、

B
類
に
比
較
す
る
と
幅
も

広
目
で
、
高
さ
も
高
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
台
形
の
タ
ガ
を
有
す
る
破
片
が
あ
っ
た
。

116
、

156
、
159
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

ス
カ
シ
に
つ
い
て
は
円
形
と
推
定
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

形
象
埴
輪

禾
本
科
植

上
げ
て
い
る
。

9
1
s
9
5
は
B
類、

96
は
A
類
で
あ
る
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

前
方
部
調

166S186
は
底
部
破
片
で
あ
る
。
外
面
は
タ
テ

ハ
ケ
メ

、

内
面
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ
、

叉
は

に
近
い
色
調
で
、

A
類、

116
に
は
ス
カ
シ
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
遺
存
部
分
か
ら
す
る
と
、

な
ど
か
ら
ほ
ぼ
誤
り
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
多
段
凸
帯
の
大
型
品
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、

そ
の
タ
ガ
の
本
数
や
段
数
に
つ
い
て
は
推
定
の
手
掛
り
が
な
い
。
こ
う
し
た
一
群

磨
滅
し
て
不
明
瞭
な
も
の
も
あ
る
が
破
片
の
観
察
か
ら
は
、
技
法
的
に
は
外
面
が
タ
テ

ハ
ケ
メ
で
あ
り
、
内
面
は
ヨ
コ

ハ
ケ
メ
な
い
し
ナ
デ
と
、
基
本
的
に

A
、

思
わ
れ
る
。

タ
テ
方
向
、

ナ
ナ
メ
方
向
の
幅
の
広
い
ナ
デ
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、

ヽ

ヽ

8
の
よ
う
に
タ
テ
ノ

ケ
メ
の
下
に
荒
い
ョ
コ
ハ
ケ
メ
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ

っ
た
。
最
下
部
は
肥
厚
す
る
も

の
が
多
く
、
180
、
186
の
よ
う
に
内
側
が
突
出
す
る
も
の
も
あ
る
。
底
面
に
は
、

物
の
茎
の
棒
状
の
圧
痕
を
残
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

形
象
埴
輪
は
い
ず
れ
も
破
片
で
あ
っ
た
が
種
類
の
判
明
す
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

187S189
は
大
刀
形
埴
輪

の
一
部
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
勾
金
の
部
分
で
あ
る
が
、

187
は
や

や
大
型
の
も
の
と
思
わ
れ
、
三
輪
玉
が
二
つ
接
合
し
た
が
、
脱
落
痕
が
他
に
四
箇
所
認

め
ら
れ
る
。

188
、
189
は
勾
金
の
上
端
部
分
で
あ
る
が
、

188
に
瘤
状
に
付
け
ら
れ
た
も
の
は

三
輪
玉
と
思
わ
れ
る
が
、
か
な
り
退
化
し
た
表
現
で
あ
る
。
図
示
し
た
以
外
に
も
大
刀
形

埴
輪
の
柄
頭
部
分
の
破
片
も
あ
っ
た
が
、
全
て
後
円
部
東
側
調
査
区
の
出
土
で
あ
る
。

190
、
191
は
蓋
形
埴
輪
の
破
片
で
、
頂
上
部
の
飾
り
の
一
部
分
と
思
わ
れ
る
。

190
は
そ
の

蓋
と
の
接
合
部
分
、

191
は
先
端
部
の
破
片
と
思
わ
れ
る
が
、
図
示
し
た
以
外
に
も
破
片
が

911111
は
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
外
面
は

タ
テ

ハ
ケ
メ

、

内
面
は
ナ
ナ
メ
な

B
類
と
同
様
と

同
様
な
部
分
に
穿
孔
さ
れ
る
。

90
は
二
段
目
中
位
以
上
の
形
態
の
判
明
す
る
も
の
で
、

ス
カ
シ
は

89
と

ま

A
、

.
I
 

B
類
と
一
見
し
て
区
別
が
可
能
で
あ
り
、

「

C
類
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

あ
る
。

穿
孔
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
点
は

A
類
と
同
様
で
あ
る
。
タ
ガ
は
く
ず
れ
を
み
せ
る
台
形
で

れ
る
。

良
い
も
の
で
あ
る
。
大
き
さ
は
、

B
類
よ
り
大
型
に
な
る
こ
と
ほ
体
部
の
弧
の
描
き
具
合

長
方
形
と
判
断
し
て

B
類
と
は
胎
土
、
焼
成
も
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
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れ
る
。
多
く
が
後
円
部
東
側
調
査
区
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

（

杉

崎

茂

樹

）

た
の
で
、
そ
れ
ら
を
図
示
し
て
お
く

(193S200)
。

器
に
つ
い
て
も
形
態
の
判
明
す
る
も
の
は
な
く
、

わ
ず
か
に
甕
の
体
部
破
片
が
数
点
あ
っ

第 1表

あ
っ
た
が
、
小
破
片
が
多
く
、

土
師
器
は
図
示
に
耐
え
得
る
も
の
が
な
い
。

（コ

散
見
す
る
が
、

そ
の
多
く
が
後
円
部
調
査
区
の
出
土
で
あ
っ
た
。

査
区
出
土
の
も
の
は
、

A
類
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
後
円
部
調
査
区
で
は

B
類
が
主
体

査
の
際
に
、
人
物
埴
輪
の
頭
部
も
出
土
し
て
い
る

主要な円筒埴輪の計測値（単位： cm、5mm以下は4捨 5入、

区
の
方
が
は
る
か
に
出
土
点
数
が
多
い
。

十
片
ほ
ど
あ
る
。
全
て
後
円
部
東
側
調
査
区
の
出
土
で
あ
る
。

192
は
人
物
埴
輪
の
侃
用
す
る
大
刀
の
柄
頭
か
と
も
思
わ
れ
る
も
の
で
、

様
で
あ
る
。

こ
の
他
、
図
示
し
得
な
か
っ
た
が
、

盾
形
と
思
わ
れ
る
埴
輪
の
破
片
が
前
方
部
南
側
、

後
円
部
東
側
両
調
査
区
で
、
家
形
、
馬
形
と
思
わ
れ
る
の
が
前
方
部
南
側
調
査
区
で
発
見

さ
れ
て
い
る
が
、
形
象
埴
輪
に
つ
い
て
は
、
概
し
て
前
方
部
南
側
よ
り
後
円
部
東
側
調
査

片
も
あ
り
、

こ
の
他
、
弾
琴
人
物
埴
輪
の
琴
と
思
わ
れ
る
破

ま
た
、
後
円
部
東
側
調
査
区
の
隣
接
す
る
地
区
の
行
田
市
遺
跡
調
査
会
の
調

（
図
版
二
三
）
。

以
上
、
埴
輪
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
前
方
部
南
側
調
査
区
と
後
円
部
東
側
調
査
区

で
は
や
や
様
相
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
円
筒
埴
輪
で
は
前
方
部
調

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
形
象
埴
輪
に
関
し
て
は
、
前
方
部
調
査
区
で
も

土
師
器
及
び
須
恵
器

古
墳
に
係
る
出
土
遺
物
と
し
て
は
、

埴
輪
の
他
に
若
干
の
土
師
器
片
及
び
須
恵
器
片
が

一
方
、
須
恵

い
ず
れ
も
外
面
に
は
平
行
タ
タ
キ
メ
、
内
面
は
同
心
円
タ
タ
キ
メ
が
例
外
な
く
認
め
ら

胎
土
は

187
と
同

（ ）内は推定）

5 41.5 30.5 17.5 11.5~13.0 6.5~7.5 7.5 7.5 2.5 ← ← II 

6 42.0 (28) (21) 1 3. o 7.0 8.0 7.5 2.5 ← ← ” 
7 40.0~41.0 27.5 19.0~20.5 10.5~12.0 7.0 8.0 8.0 2.0 ← ← A2 

8 (28) 7.0 2.5 ← 

2.0 ← ” 
13 22 .. 0 23.5 2.0 

14 (20) 22.5~24.0 10.0 2.5 ← B 

15 10.5 2.0 ← II 

16 6.5 2.0 A2 

24 6.0 

91 

92 

94 

113 

114 

115 
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愛
宕
山
古
墳
の
前
方
部
南
側
、
後
円
部
東
側
、
両
調
査
区
で
の
成
果
は
前
章
に
述
べ
た

と
お
り
で
あ
る
。
本
章
で
は
こ
れ
を
総
括
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
と
と
も
に
、
今
後

調
査
の
主
な
目
的
は
、
周
堀
の
具
体
的
な
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、

前
方
部
南
側
調
査
区
で
は
、
周
堀
が
二
重
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
後
円
部
東

（註
1
)

側
調
査
区
で
は
、
隣
接
し
て
行
田
市
遺
跡
調
査
会
が
実
施
し
た
市
道
域
の
調
査
成
果
と
併

せ
考
え
る
と
、
そ
れ
が
長
方
形
の
平
面
形
態
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

内
堀
は
前
方
部
前
面
の
比
較
的
遺
存
の
良
好
な
部
分
の
堀
底
で
幅
約
六
・
ニ
脳
、
検
出

面
で
約
七
•
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
東
南
コ
ー
ナ
ー
東
側
面
部
は
立
上
り
が
破
損
し
て
い
る
が
、

ほ
ぽ
同
様
な
数
値
が
予
想
さ
れ
る
。
後
円
部
東
側
調
査
区
で
は
墳
丘
側
立
上
り
部
分
の
遺

存
は
良
く
な
い
が
、
中
堤
と
後
円
部
と
の
最
も
幅
の
狭
く
な
る
堀
底
部
分
の
幅
は
約
五
摺

と
な
ろ
う
。

墳
丘
主
軸
長
を
確
認
す
る
た
め
、
後
円
部
背
後
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
内
で
も
内
堀
の

立
上
り
は
、
後
世
の
溝
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
確
認
さ
れ
な
か
っ
た

が
墳
丘
主
軸
長
五
三
僻
と
い
う
数
値
は
さ
ほ
ど
の
変
更
は
要
さ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

中
堤
の
幅
は
前
方
部
南
側
調
査
区
内
の
前
方
部
前
面
基
部
で
約
六
・
七
脳
、
検
出
面
で

五
•
六
メ
ー
ト
ル
で
、
東
側
面
部
で
は
基
部
で
五
・
一
～
六
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
検
出
面
で
四
・
〇
～
四
・

八
脳
で
あ
っ
た
。

外
堀
は
、
前
方
部
南
側
調
査
区
の
東
側
面
部
分
で
は
、
古
い
時
期
の
溝
を
壊
し
て
開
削

各
部
分
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

周
堀
に
つ
い
て

の
課
題
に
つ
い
て
も
述
べ
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

＞

ま

と

め

さ
れ
、
幅
は
全
体
で
正
確
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
が
、
調
査
区
中
央
部
の
断
面
観
察
で
は
、

堀
底
で
約
一
・
九
脳
、
検
出
面
で
約
三
・
ニ
妍
で
あ
り
、
前
方
部
前
面
部
分
で
は
、
調
査

区
内
で
外
方
立
上
り
が
明
確
に
検
出
で
ぎ
ず
、
側
面
部
よ
り
広
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

不
確
定
要
素
も
あ
る
が
、
以
上
の
数
値
か
ら
、
周
堀
の
全
長
（
主
軸
長
）
は
八
十
数
賭

と
推
定
さ
れ
、

内
堀
で
五

O
S
七
0

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
外
堀
で
は
四
五
～
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
あ
り
、
標
高
は
一
六
・
九
～
一
七
•
〇
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
内
の
部
分
が
多
く
、
珪
藻
分
析
の
結
果
か
ら
は
、
開
削
当
初
、
水
を
わ
ず
か
に
湛

え
る
よ
う
な
湿
地
的
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

埼
玉
古
墳
群
の
前
方
後
円
墳
に
つ
い
て
は
、
稲
荷
山
恥
芍
‘
)
二
子
山
芦
恥
｝
鉄
砲
山
古

（註
4
)

墳
が
長
方
形
の
二
重
周
堀
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
、
又
は
ほ
ぽ
確
実
視
さ
れ
て

い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
か
つ
て
、
埼
玉
古
墳
群
中
の
小
型
前
方
後
円
墳
は
盾
形
の
周
堀
を
有
す
る
も

（註
5
)

の
と
い
う
想
定
が
な
さ
れ
、
愛
宕
山
古
墳
の
周
堀
も
そ
う
し
た
形
態
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
長
方
形
か
つ
二
重
周
堀
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
、
他

の
小
形
前
方
後
円
墳
の
周
堀
の
形
態
の
推
定
に
も
再
考
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
前
方
後
円
墳
で
長
方
形
周
堀
を
有
す
る
例
と
し
て
は
、
千
葉
県
芝
山

（註
6
)

町
殿
塚
古
墳
が
最
初
の
調
査
例
で
あ
り
、
そ
の
希
少
性
に
注
目
し
た
市
毛
勲
氏
に
よ
る
考

（註
7
)

察
が
あ
る
が
、
確
実
な
例
と
し
て
は
、
千
葉
、
埼
玉
両
県
で
発
見
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

（註
8
)

り
、
推
定
を
含
め
て
も
全
国
で
十
例
前
後
で
あ
る
こ
と
は
別
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
方
後
円
墳
の
長
方
形
周
堀
に
つ
い
て
は
類
例
も
少
な
く
、
そ
の
系
譜
等
に
つ
い
て
議
論

で
ぎ
る
現
状
で
は
な
い
が
、
後
期
古
墳
群
と
し
て
は
、
大
規
模
な
前
方
後
円
墳
が
群
集
す

る
と
い
う
点
で
全
国
的
に
み
て
も
異
色
な
古
墳
群
で
あ
る
埼
玉
古
墳
群
の
そ
の
前
方
後
円

ま
た
、

深
さ
に
つ
い
て
は
、

遺
構
検
出
面
か
ら
、
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破
損
、
転
落
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

部
分
は
円
筒
埴
輪
で
あ
っ
た
。

埴
輪
に
つ
い
て

墳
の
多
く
に
、
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
形
態
に
政
治
的
意
義
が
付
加
さ
れ

両
調
査
区
で
発
見
さ
れ
た
、
周
堀
以
外
の
遺
構
は
、

溝
、
井
戸
、
土
壊
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
中
で
、

覆
土
の
状
況
か
ら
、
開
削
時
に
は
す
で
に
埋
没
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は

不
明
で
あ
る
。

こ
の
他
、
開
削
時
と
極
め
て
近
い
時
期
と
判
断
さ
れ
る

S
D
O
O
1
S
O
O
3
の
3
基
の

溝
が
あ
る
。
前
方
部
前
面
の
周
堀
底
の
墳
丘
寄
り
、
及
び
中
堤
寄
り
で
発
見
さ
れ
た
小
規

模
な
も
の
で
あ
る
が
、
覆
土
は
周
堀
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
周
堀
の
埋
没
が
始
ま

る
と
き
に
は
す
で
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
溝
は
鉄
砲
山
古
墳
の
後
円
部
東

（註
9
)

側
部
分
の
調
査
で
も
内
堀
底
の
中
央
や
、

墳
丘
際
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
走
行

方
向
か
ら
周
堀
の
開
削
と
何
ら
か
の
係
り
を
有
す
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

出
土
し
た
遺
物
の
う
ち
、
最
も
多
か
っ
た

の
は
埴
輪
片
で
あ
り
、

出
土
状
況
を
み
る
と
、
前
方
部
南
側
調
査
区
で
は
内
堀
内
か
ら
が
多
く
、
特
に
南
部
の

コ
ー
ナ
ー
付
近
で
は
中
堤
寄
り
の
出
土
が
目
立
っ
た
。
後
円
部
東
側
調
査
区
で
は

、
調
査

区
東
壁
寄
り
で
の
出
土
が
目
立
っ
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
隣
接
す
る
行
田
市
遺
跡
調
査

会
の
発
掘
調
査
区
内
で
の
遺
構
の
あ
り
か
た
か
ら
、
中
堤
上
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
も
の
が

円
筒
埴
輪
は

い
ず
れ
も
破
片
と
な

っ
て
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
で
完
形
又
は
全
体
の
様

子
が
わ
か
る
程
度
に
復
元
で
き
た
も
の
も
数
個
体
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

A
S
C

周
堀
の
開
削
以
前
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
溝
、

そ
の
他
の
遺
構
に
つ
い
て

て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
そ
の
大

S
D
0
0
5
が
あ
っ
た
が
、

を
呈
し
、

類
の
、
概
略
三
形
式
に
分
類
し
た
が
、
A
、
B
類
は
三
本
凸
帯
の
四
段
構
成
で
、

全
容
は
不
明
だ
が
、
多
段
構
成
の
大
型
品
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

c類
は

円
簡
埴
輪
の
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
外
面
の
調
整
は
全
て
タ
テ
ハ
ケ
メ
で
あ
り
、

ョ
コ
ハ
ケ
メ
の
施
さ
れ
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
底
部
に
は
押
圧
、

ケ
ズ
リ
等
を
施
さ
れ

る
も
の
は
な
く
、
底
面
に
は
禾
本
科
植
物
の
茎
と
思
わ
れ
る
棒
状
の
圧
痕
の
あ
る
も
の
が

多
か
っ
た
。
焼
成
に
つ
い
て
は

、
認
め
う
る
限
り
で
は

、
明
確
な
黒
斑
を
有
す
る
も
の
は

な
く
、
登
窯
に
よ
り
焼
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
中
に
は
還
元
色
を
呈
す
る
も
の
も
あ

っ
た
。

ス
カ
ジ
に
つ
い
て
は
、

A
、
B
類
は
基
本
的
に
円
形
だ
が
、
そ
の
穿
孔
の
し
か
た

の
粗
雑
さ
ゆ
え
に
、

楕
円
形
等
に
く
ず
れ
を
み
せ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

c
類

は
出
土
点
数
自
体
極
め
て
少
な
い
が
、
方
形
の
ス
カ
ツ
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

タ
ガ
は

A
類
に
偏
平
な
「
M
」
字
形
を
呈
す
る
も
の

(
A
類
）
と
偏
平
な
台
形
を
呈
す

る
も
の

(
A
類
）
と
が
あ
り
、

B
類
は
い
ず
れ
も
偏
平
な
台
形
で
あ
り
、

C
類
は
や
や
く
ず

れ
を
見
せ
る
が
、

A
、
B
類
と
比
較
す
る
と
幅
が
広
目
で
、
高
さ
も
や
や
高
い
台
形
で
あ
る
。

（註
10)

以
上
の
よ
う
に
、
円
筒
埴
輪
に
つ
い
て
は
川
西
編
年
＞
期
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
体
と
な
る

A
、
B
類
は
三
本
凸
帯
の
四
段
構
成
で
あ
り
、
埼
玉
古
墳
群
中
で
は
同
様
の

形
態
の
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
実
な
発
見
例
が
な
い
。
周
辺
地
区
の
古
墳
で
は
、
熊
谷

（註
11
)

（註
12)

市
鎧
塚
古
墳
、
女
塚
一
号
墳
か
ら
、

A
類
に
類
す
る
円
筒
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。

鎧
塚

古
墳
の
三
本
凸
帯
四
段
構
成
品
は
器
高
、

が
、
女
塚
一
号
墳
の
も
の
は
こ
れ
よ
り
も
一
回
り
大
型
の
も
の
で
あ
る
。
愛
宕
山
古
墳
の

も
の
と
比
較
す
る
と
、

口
縁
・
底
径
等
、

A
類
に
近
い
数
値
を
有
す
る

タ
ガ
は
あ
ま
り
く
ず
れ
を
見
せ
ず
、
比
較
的
突
出
度
の
あ
る
台
形

ス
カ
シ
に
つ
い
て
も
半
円
形
の
も
の
を
散
見
し
、
先
行
す
る
要
素
が
強
い
も
の

で
あ
る
。

鎧
塚
古
墳
及
び
女
塚
一
号
墳
の
築
造
年
代
に
つ
い
て
ほ
、
共
伴
す
る
須
恵
器
、

及
び
土
師
器
か
ら
、
両
者
共
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
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（註
13)

ま
た
、
吹
上
町
袋
・
台
遺
跡
一
号
墳
か
ら
は

B
類
よ
り
小
型
で
、

字
形
と
い
う
相
異
が
あ
る
が
、

が
出
土
し
て
い
る
。
袋
・
台
遺
跡
一
号
墳
は
共
伴
す
る
土
師
器
か
ら
六
世
紀
前
半
と
考
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

タ
ガ
が
偏
平
な
「

M
」

B
類
と
同
様
の
プ
ロ
ボ
ー
シ
ョ
ソ
と
思
わ
れ
る
円
筒
埴
輪

c類
に
つ
い
て
は
出
土
点
数
は
極
め
て
少
な
い
が
、
方
形
の
ス
カ
ツ
を
有
す
る
、
多
段

（註
14)

凸
帯
の
大
形
品
と
思
わ
れ
、
埼
玉
古
墳
群
中
で
は
二
子
山
古
墳
の
出
土
品
の
中
に
、

タ
ガ
、

ス
カ
ジ
の
形
状
の
酷
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
二
子
山
古
墳
は
六
世
紀
第
二

4
半
期
を
前
後

す
る
頃
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
。

愛
宕
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
の
年
代
は
以
上
、
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
周
辺
の

古
墳
及
び
埼
玉
古
墳
群
内
の
古
墳
出
土
品
と
の
検
討
に
よ
り
、
六
世
紀
前
＼
中
葉
頃
の
所

産
と
考
え
て
お
き
た
い
。
本
古
墳
の
円
箇
埴
輪
に
つ
い
て
は
、
二
時
期
の
所
産
と
考
え
る

（註
15)

向
き
も
あ
る
が
、
詳
細
な
年
代
的
位
置
付
け
と
と
も
に
、
類
例
の
増
加
を
待
っ
て
検
討
し

円
筒
埴
輪
に
比
較
す
る
と
、
薩
的
に
非
常
に
少
な
か
っ
た
が
、
形
象
埴
輪
で
種
別
の
判

明
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
器
財
形
埴
輪
で
は
、
蓋
、
大
刀
、
が
確
認
で
き
た
。
蓋
形
埴
輪

に
つ
い
て
は
、
か
な
り
退
化
し
た
形
態
と
思
わ
れ
る
が
、
関
東
地
方
で
は
群
馬
県
赤
堀
茶

（註
16)

（註
17)

臼
山
古
墳
や
県
内
の
鴻
巣
市
生
出
塚
遺
跡
か
ら
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
位
で
あ
り
、
非

常
に
希
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
盾
形
と
思
わ
れ
る
破
片
が
あ
り
、
器
財
埴
輪
以
外
で

埴
輪

の
器
種
別
の
出
土
状
況
を
検
討
す
る
と
、
円
筒
埴
輪
に
つ
い
て
は

A
類
が
前
方
部

南
側
調
査
区
で
多
数
を
占
め
、
後
円
部
東
側
調
査
区
で
は

B
類
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
形

象
埴
輪
に
つ
い
て
も
多
く
は
後
円
部
東
側
調
査
区
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
出
土
し
た
埴
輪

は
多
く
中
堤
上
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
堤
上
に
樹
立
痕

は
家
形
埴
輪
や
動
物
形
埴
輪
も
発
見
さ
れ
た
。

て
ゆ
き
た
い
。

註註
1716 

註
15

註註註註
14 13 12 11 

註註註
10 9 8 

註註註註
7 6 5 4 

註
2
註

3

県

註
1

が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
六
年
度
』

（
杉
崎
茂
樹
）

は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
前
方
部
寄
り
の
部
分
に
は

A
類
の
円
筒
埴
輪
が
、
後
円

部
寄
り
の
部
分
に
は

B
類
及
び
形
象
埴
輪
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
調
査
で
愛
宕
山
古
墳
の
周
堀
の
形
態
と
埴
輪
に
つ
い
て
新
た

な
知
見
が
得
ら
れ
、

そ
の
内
容
は
極
め
て
重
要
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
愛
宕
山

古
墳
の
築
造
年
代
に
つ
い
て
は
、
東
方
に
隣
接
し
て
所
在
す
る
古
墳
群
中
の
盟
主
墳
で
あ

る
二
子
山
古
墳
と
相
前
後
す
る
時
期
が
推
定
さ
れ
る
が
、
当
時
の
古
墳
群
の
最
高
首
長
と

思
わ
れ
る
二
子
山
古
墳
の
被
葬
者
の
従
属
的
位
置
に
あ
る
者
の
墳
墓
と
し
て
の
位
置
付
け

埼
玉
県
教
育
委
員
会

昭
和
五
八
年

『
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報

三
月
柳
田
敏
司
、
他

『
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会

昭
和
五
五
年
―
一
月

栗
原
文
蔵
、
他

「
天
王
山

・
梅
塚
古
墳
他
周
堀
発
掘
調
査
概
要
」
『
資
料
館
報
漁
6
』

立
さ
き
た
ま
資
料
館
昭
和
五

0
年

杉
崎
茂
樹
、
他

『鉄
砲
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委

員

会

昭
和
六

0
年
三
月

註
2
文
献
第
5
図
、
古
墳
群
模
式
図

滝
口
宏
、
他
『
は
に
わ
』
日
本
経
済
新
聞
社
昭
和
三
八
年
七
月

市
毛
勲
「
前
方
後
円
墳
に
お
け
る
長
方
形
周
溝
に
つ
い
て
」

『古
代
学
研
究
第
七
一
号
』

古
代
学
研
究
会
昭
和
四
九
年
三
月

註
4
に
同
じ

ク
川
西
宏
幸
「
円
筒
埴
輪
総
論
」
『
考
古
学
雑
誌
第
六
四
巻
第
二
号
』
日
本
考
古
学

会
昭
和
五
三
年
九
月

寺
社
下
博
『
鎧
塚
古
墳
』
熊
谷
市
教
育
委
員
会
昭
和
五
六
年
三
月

寺
社
下
博
『
女
塚
』
熊
谷
市
教
育
委
員
会
昭
和
五
八
年
三
月

田
部
井
功
、
他

『袋

・
台
追
跡
』
吹
上
町
教
育
委
員
会
昭
和
五
七
年
＿
―
-
月

杉
崎
茂
樹
「
二
子
山
古
墳
の
埴
輪
お
よ
び
須
恵
器
」
『
資
料
館
報
地
14
』
県
立
さ
き
た

ま
資
料
館
昭
和
五
八
年
九
月

若
松
良
一
「
同
一
古
墳
に
お
け
る
円
箇
埴
輪
の
多
様
性
の
分
析
」
『
法
政
考
古
学
第
七
集
』

法
政
考
古
学
会
昭
和
五
七
年
三
月

後
藤
守
一
『
上
野
国
佐
波
郡
赤
堀
村
今
井
茶
臼
山
古
墳
』
帝
室
博
物
館
昭
和
八
年
一
二
月

第
一
五
号
、
二

0
号
埴
輪
窯
跡
か
ら
出
土
例
が
あ
る
。
鴻
巣
市
教
育
委
員
会
山
崎
武
氏
御
教
示
。
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